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[要旨] 

 熊本地震からの創造的復興に向けたブランド創成事業の一環で、2017 年度産の熊本県阿蘇地域の久木野

在来ソバ粉の分析を行なった。その結果、乾燥重量 1 gには 6.99 mgの総ポリフェノール、1.73 mgの総フラ

ボノイドが含まれ、同地域で栽培され提供を受けたルチン高含有品種サンルチンと市販の北海道産キタワセ

ソバとほぼ同等であった。ルチン含量は同 1 gあたり0.181 mgと他の 2品種と比べて低値であったものの、

他の 2品種と近似した抗酸化能を有しており、同 1 gあたり 1.04 molの trolox相当の抗酸化力を認めた。 

[Abstract] 

  This study is a part of the innovative restoring project from the Kumamoto earthquake to produce local branded 

products.  We investigated the total polyphenol, flavonoid and rutin contents, and antioxidant capacity of native 

Kugino-zairai buckwheat cultivated at Kumamoto-Aso area in 2017.  Amounts of total polyphenol and total flavonoid 

in 1 g of the native buckwheat dried powder were 6.99 mg and 1.73 mg, respectively.  The values were almost 

comparable to those of rutin-rich cultivar SunRutin harvested in the same area and commercial Kitawase-soba from 

Hokkaido.  Rutin content of the native buckwheat was 0.181 mg/g dried powder, and it was lower than the others. 

However, trolox-equivalent antioxidant capacity of the native buckwheat showed 1.04 mol TE/g dried powder and it 

was comparable to the others. 
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1.はじめに 

 本学では、熊本県の「郷土の食材開発モデル事業」

に選定された 3 プロジェクトのうち、南阿蘇村環境保

全農業推進協議会による「南阿蘇のあか牛と南阿蘇そ

ばのヘルシーハンバーガープロジェクト」における活

動を地域と連携して推進している。これは 2016年 4月

に発生した熊本地震からの創造的復興に向けて、2016

年12月に熊本県がキリン株式会社ならびに公益財団法

人日本財団と締結した「『復興応援 キリン絆プロジェ

クト』熊本支援」に関する包括支援協定に基づくもの

である[1, 2]。2017年 10月には、「地域ならではのブラ

ンド育成を図るため、復興のシンボルとなる商品を開

発し、その商品を核とした観光客誘致や地域活性化、

大学連携組織との活動、都市圏での商品PRなどに活用

される」ことを目的に、「食産業復興支援」として熊本

県に支援金が助成され、活動が開始された経緯がある。 
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 ソバ（蕎麦、学名 Fagopyrum esculentum）は、タデ

科ソバ属の一年草であり、冷涼な気候のもとで栽培さ

れ、擬似穀類に分類される。わが国では、主に種子部

位を製粉してソバ粉として利用し、それを用いたソバ

の麺やソバ粉を餅状にしたソバがき（蕎麦掻き）等を

食用とする。時に重篤なアレルギーを引き起こすこと

から食品衛生法、食品表示法により特定原材料を含む

旨の表示対象となっているものの、優れた栄養成分と

ルチン等のフラボノイド性の抗酸化性成分を含む食材

であり[3, 4]、日本では古くより食経験を有する。縄文

時代には東日本まで伝来していたとされ、寿司、天ぷ

らと並ぶ代表的な日本料理としても知られる。特に調

味として作られるそばつゆ（そば汁）もまた、地域に

よって風味や濃淡が異なるため、地域の伝統食材や地

域ブランド推進などの側面から、わが国では広く消費

者にも親しまれている食材である。しかしながら、現

状では約 48,000 tの玄ソバを輸入に頼っており、そのう

ち約 94%を中国産、米国産およびロシア産が占めてい

る[5]。 

 2016 年における全国のソバの収穫量は 28,500 t

（100%）であるのに対し、北海道産が 12,300 t（43%）

と約半数を占め、次いで、茨木産（1,970 t、7%）、山形

産（1,840 t、6%）、長野産（1,780 t、6%）、福井産（1,500 

t、5%）、その他（9,110 t、32%）が続く[5]。北海道で

は優良品種制度をもとにキタワセソバの栽培が盛んで

あり、道内作付面積のおよそ 90%を占める。熊本県の

ソバ生産量は決して高くはないものの、2015年〜2016

年における熊本県のソバの主産地である阿蘇地域では、

近年の米の生産調整に伴う転作作物および畑作での輪

作体系作物として定着しており、ソバの作付面積、生

産量ともに増加傾向にある[6]。とくに南阿蘇村（旧久

木野村地区）では、転作作物の中心作物であるソバに

ついて第 3セクターを立ち上げ、6次産業化推進を目的

に、作業受託、人材派遣、生産者からのソバの買い上

げ、製粉業者への販売を行なっている[7]。さらに、「そ

ば研修センター・そば道場」を開設し、地域資源なら

びに観光資源としても活用するための特徴的な取組み

を行なっている。 

 熊本県南阿蘇村は高地で冷涼な環境でソバ栽培に適

しており、南阿蘇村久木野在来の固有の特産ソバ粉を

用いた地域ブランド化を推進している。これまでに国

内外の計 27品種・系統のソバ中のルチン含量の差異に

関する分析結果が報告されている[8]。また、九州にお

ける在来種を含むソバ子実中のルチン含量の品種間差

異の報告では、熊本県で栽培された久木野在来のソバ

の子実中のルチン含量は 12.8～14.6 mg/100g DW と報

告されている[9]。性状や特性がある程度明らかになっ

ている登録品種のソバに対し、在来系統それぞれにお

ける機能性成分含量の変動や健康有益性、生理機能性

との関連性についての研究は未だ不明な点も多く残る。 

 本研究では、産官学連携の推進ならびに復興への貢

献を目的に、先行して食材の成分および機能性分析を

行うこととした。即ち、南阿蘇村久木野在来のソバ粉

中のポリフェノール、フラボノイド、機能性成分ルチ

ン含量を分析し、同村で栽培され提供を受けた高ルチ

ン含有品種サンルチンならびに市販の北海道産キタワ

セソバと比較評価することとした。さらに、ラジカル

消去活性を指標とした抗酸化力について調査した。 

 

2.結果の概要 

1)  試料の調製 

 材料には、熊本県南阿蘇村で栽培され 2017年秋期に

収穫された久木野在来ソバならびにルチン高含有ソバ

品種サンルチンについて、阿蘇高原久木野、久木野そ

ば研修センター（熊本県阿蘇郡南阿蘇村）で製粉され

たソバ粉として、2017年 12月に熊本県南阿蘇村より提

供されたものを使用した。本研究では、広く流通する

市販の北海道産キタワセソバのソバ粉（2017年幌加内

町産、石臼挽き型）（匠製粉、北海道余市郡余市町）を

比較対象に用いた。 

 既報のソバ粉中のルチン分析法より[10]、抽出溶媒を

倍量にして抽出を行なった。即ち、ソバ粉試料それぞ

れ 3 gよりメタノールで加熱還流抽出を行ない、200 ml

に定容した抽出液を得た。うち一部（30 ml）を遠心エ

バポレーターで濃縮し凍結乾燥させたところ、久木野

在来ソバ粉より 30.5 mg、サンルチンソバ粉より 22.7 

mg、北海道産キタワセソバ粉より 29.4 mgの抽出物を

得た。したがって、本抽出法により久木野在来ソバ粉

より 6.78%、サンルチンソバ粉より 5.04%、北海道産キ

タワセソバ粉より 6.53%の収率とともに抽出物を得る

ことができた。同時に熱水抽出も試みたものの、恐ら

くデンプン質によるものと考えられる白濁が顕著であ

り、本メタノール抽出物のみを以降の実験に用いるこ

ととした。 

 

2) 成分分析 

 抽出液中のポリフェノール含量はフォーリンチオカ

ルト法に基づき、筆者らの既報に従ってクロロゲン酸
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相当量として分光学的に定量した[11]。その結果、久木

野在来ソバ粉乾燥重量1 gあたり6.99 mgが含まれてお

り、同村で栽培されたサンルチンソバ粉で認められた

7.29 mg と市販の北海道産キタワセソバ粉で認められ

た 8.20 mgと同等の値であった（Table 1）。次にフラボ

ノイド含量を既報に基づき、ここではルチン相当量と

して分光学的に測定した[12]。その結果、在来ソバ粉乾

燥重量 1 gあたり 1.73 mgが含まれており、サンルチン

ソバ粉で認められた 1.79 mgと同等であり、北海道産キ

タワセソバ粉で認められた 2.11 mg よりはやや低値を

示したものの大差は認められなかった。 

 

Table 1. Amounts of total polyphenol and flavonoid in native 

Kugino-zairai, SunRutin, and Kitawase buckwheat cultivars  
  Amount (mg per g of  

dried powder) 

Buckwheat Origin (cultivated 

and harvested) 

Polyphenol 

(CAE) 

Flavonoid 

(RE) 

Kugino-zairai Kumamoto-Aso 6.99±0.36a 1.73±0.16a 

SunRutin Kumamoto-Aso 7.29±0.77a 1.79±0.04ab 

Kitawase Hokkaido 8.20±1.46a 2.11±0.23b 

Data shown represent mean ± S.D. from four experiments.  Values 

not sharing a common superscript letter are considered significantly 

different at P < 0.05, using the Scheffe’s multiple comparison and 

ANOVA.  CAE; chlorogenic acid equivalent, RE; rutin equivalent.   

 

 ソバ粉の主要な機能性フラボノイド成分にケルセチ

ン配糖体であるルチンが挙げられる。続いて抽出液中

のルチン含量を、既報をもとに逆相 ODS カラムを備

えたHPLCにより分析した[13]。即ち、ガードカラムを

連結させたYMC社製ODS カラム（YMC-Pack ODS-A、

内径 4.6 mm x 150 mm、粒子径 3 m、細孔径 12 nm）を

用いた逆相クロマトグラフィーによるグラジエント法

により、移動相A（0.25%酢酸）および移動相B（メタ

ノール）の濃度勾配とともに、温度 30°C、注入量 20 l、

流速 1.0 ml/min、波長 350 nmにおけるUV検出におい

て、外部標準法で定量分析を行なった。移動相B の割

合は注入後 0分から 15分までに 15%→35%、15分から

20 分までの 5 分間を一定にした。次に、20 分から 50

分までに 35%→100%、50分から 60分までの 10分間を

一定にした。直後に 100%→15%に設定し、60.1分から

70 分までの 10 分間を濃度勾配初期濃度 15%で平衡化

させた。ルチンの標準物質（ナカライ社製）には、初

期移動相（移動相A：移動相B、85：15）を用いて 1 mg/ml

より段階希釈したものを使用した。分析試料は、ミリ

ポア社の 0.45 m シリンジフィルターで濾過し、これ

をHPLC に供した。抽出原液を 2 倍希釈した試料を用

いて分析に供した結果、溶出時間 27 分付近において、

ルチンに該当するピークを検出した（Figure 1）。 

 

SunRutin  Kugino-zairai 

(A) (B) 
Kitawase 

(C) 

Retention time (min) 

A
b
so

rb
an

ce
 a

t 
3

5
0

 n
m

 

Rutin 

 

Figure 1. HPLC chromatograms of rutin in native 

Kugino-zairai (A), SunRutin (B), and Kitawase buckwheat 

cultivars (C).  The figure represents data from three independent 

repetitions.  In parallel, authentic rutin standard was analyzed for 

calibration curve. 

 

 ルチン標準物質の検量線より定量を行なった結果、

在来ソバ粉乾燥重量 1 gあたり 0.181 mgが含まれてお

り、サンルチンの 0.419 mg、北海道産キタワセソバの

0.294 mgと比較しても低値であった（Table 2）。 

 

Table 2. Amount of rutin in native Kugino-zairai, SunRutin, 

and Kitawase buckwheat cultivars  
Buckwheat Rutin (mg per g of dried powder) 

Kugino-zairai 0.181±0.012a 

SunRutin 0.419±0.013b 

Kitawase 0.294±0.014c 

Data shown represent mean ± S.D. from three analyses in HPLC.  

Values not sharing a common superscript letter are considered 

significantly different at P < 0.05, using the Scheffe’s multiple 

comparison and ANOVA.  CAE; chlorogenic acid equivalent, RE; 

rutin equivalent.   

 

 これまでに 8種類の主要な日本産品種、7種類のヨー

ロッパ産品種、5種の中国産と 7種のネパール産の在来

種の計 27品種・系統のソバ中のルチンの分析が報告さ

れており、乾燥重量 1 gあたり 0.126 mgから 0.359 mg

の含量が認められている[8]。また、熊本県で 1996年お

よび1997年に栽培された久木野在来のソバのルチン含

量は 12.8および 14.6 mg/100g DWと報告されており、

それぞれ乾燥重量1 g当たり0.128および0.146 mgに相

当する[9]。我々の結果もまた、この測定値に近いもの

であった。ソバ種子中のルチン含量は品種や地域など

の生育環境によってはその含量に大きな差異が生じる

こと[14, 15]、とくに暗所下よりも明所下で発芽時に高

ルチン含量となること[16]、登熟期間中の温度が高いと
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有利であること[9]も報告されている。サンルチンはル

チンを従来品種の 3 倍以上含有する機能性に優れたソ

バ品種として開発されたものであり[8]、各地で栽培実

証試験が行われている[17]。本研究では、久木野在来種

ソバはサンルチンの約 43.2%程度のルチンを含有して

いることを認めた。言うまでもなく、作物中の成分分

析結果の比較をより正確に行うためには、同一環境下

でソバを栽培する必要があり、さらに栽培環境に対す

る機能性成分の変動やフラボノイド等の種別の含量の

変動などを詳細に検証する必要がある。 

 

3) 抗酸化力の測定 

 筆者らの既報に従って[11]、化成品ラジカル種の

1,1-diphenyl-2-picrylhydrazyl (DPPH)ラジカルに対する

消去活性を求めた。このとき、troloxを標準抗酸化剤の

陽性対照として使用し、試料の抗酸化力を TEAC 値

（trolox equivalent antioxidant capacity、trolox相当の抗酸

化力の換算値）として算出した。その結果、同 1 gあた

り 1.04 molの trolox相当の値が得られ、有意差はつく

ものの他の2種とともに0.942-1.22 mol TE /gの範囲で

近似した活性を示した（Table 3）。これまでにメタノー

ルを含む様々な溶媒を用いたソバ抽出物の DPPH ラジ

カル消去活性と収率ならびにポリフェノール含量との

間における関連性が提唱されているものの[18]、我々の

結果もまたこれを支持するものであった。 

 

Table 3. Trolox equivalent antioxidant capacity (TEAC) of 

native Kugino-zairai, SunRutin, and Kitawase buckwheat 

cultivars  
Buckwheat TEAC (mol TE per g of dried powder) 

Kugino-zairai 1.04±0.02a 

SunRutin 0.942±0.015b 

Kitawase 1.22±0.05c 

Data shown represent mean ± S.D. from four experiments.  Values 

not sharing a common superscript letter are considered significantly 

different at P < 0.05, using the Scheffe’s multiple comparison and 

ANOVA.  DPPH radical scavenging assay was performed to obtain 

TEAC values with trolox as the standard sample.   

 

 以上より、久木野在来のソバ粉はルチン高含量でな

いものの、既存のソバ粉と同等にポリフェノールやフ

ラボノイドが含まれており、抗酸化力を発揮すること

を認めた。これまでに、低密度リポタンパク質の過酸

化抑制効果や[3]、フェントン反応におけるルチンの抗

酸化機能などが報告されている[4]。一方で、ソバの抗

酸化活性測定においてルチンはそれほど抗酸化活性に

寄与していないという報告例もあり[16]、我々の結果も

またこれを支持するものであった。本研究ではルチン

以外のフラボノイド成分やポリフェノール類に由来す

る抗酸化成分について分析できておらず、ルチンのア

グリコンであるケルセチンなども抗酸化成分として重

要な役割を担っている可能性がある。 

 

3.展望 

 本研究では、熊本地震からの創造的復興に向けたブ

ランド創成の一環として、2017年度産の熊本県阿蘇地

域南阿蘇村での特産ソバ（久木野在来ソバ）粉中の成

分分析と機能性分析を行ない、在来種のソバ粉はルチ

ン含量で低値を示したものの、ポリフェノールやフラ

ボノイド含量と抗酸化力については、サンルチンソバ

粉と北海道産キタワセソバ粉と近似していることを明

らかにした。今後、同一環境下で栽培されたソバを用

いて、栽培環境に対するルチン等の機能性成分の変動

やフラボノイド等の種別の含量の変動などを詳細に検

証する必要がある。今回、在来ソバ粉を用いた地域の

特色ある商品開発として熊本県に提案された『南阿蘇

のあか牛と南阿蘇そばのヘルシーハンバーガープロジ

ェクト』を具現化する上でも、本研究結果が科学的エ

ビデンスの提供と、地域ならびに産官学連携事業とし

て復興に貢献できるものと期待する。 
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